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令和５年度  西原小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
 人間尊重の精神に基づき，知・徳・体の調和のとれた発達を目指し，自主・自立の精神を養い，日本国民の自覚をもって平和

的な国家及び社会の形成者として貢献できる心身ともに健康な子どもを育成する。 
〔目指す子供像〕 
  〇 元気いっぱい活動する子・・・【元気】 
  〇 よく考え工夫する子  ・・・【がんばり】 
  〇 思いやりがあり親切な子・・・【思いやり】 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

西原小学校は,多くの史跡や文化財に囲まれ,地域人材にも恵まれた地域にあり,創立 114 年の長い歴史の中で，地域の人々の 

熱い思いに支えられ育てられてきた学校である。 

このような地域の特性を踏まえるとともに,新学習指導要領で示された「資質・能力の三つの柱」（「知識及び技能」「思考力,

判断力,表現力」「学びに向かう力,人間性」）を育成するために,「地域に開かれた信頼される学校づくり」,「知・徳・体の調和

のとれた生きる力を育む教育の実践」,「チームとしての学校力を高めるための組織的な学校づくりの推進」を経営の基盤に据

えて,教職員と家庭,地域が一致協力して確かな学力の育成,心豊かで心身共にたくましい児童の育成を目指す。 

〔目指す学校像〕 

心豊かでたくましく みんなで育て みんなで育つ 地域の学校づくり ～西原大家族の創造～ 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

全教職員が信頼と協調を基盤とし,互いに高め合う人間関係の中で,学校経営に参画し,活力のある教育活動

を推進すると共に,地域学校園における各学校間の連携を深め,小中一貫教育の充実を図る。 

（１）未来に向かって「生きる力(必要とされる資質・能力）」を育む学習指導の充実・・〔生きる力の育成〕 

（２）夢を育む教育活動の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔キャリア教育の推進〕 

（３）学年・学級経営の充実と個に応じた支援の強化・・・・・・・・・・・・・・・・〔学校生活の充実〕 

（４）教職員の資質向上と学校力を高めるための組織的な学校づくりの推進・・・・・・・〔学校力の強化〕 

（５）学校・家庭・地域との連携を基盤とした開かれた学校づくりの推進・・・・・・・〔信頼される学校〕 

 

 

 

 
 
４ 教育課程編成の方針 
(１) 教育基本法,学校教育法及び同施行規則,学習指導要領を踏まえ,栃木県教育委員会の指導の指針,宇都

宮市教育委員会の「第２次学校教育推進計画後期計画」「うつのみや元気っ子プロジェクト」の示すとこ

ろに従うとともに,地域とともにある学校づくりの趣旨を踏まえ，社会に開かれた教育課程を編成する。 

(２) 教育目標の具現化を図るため,本校の実態（施設・設備・職員構成・地域環境）,児童の発達段階や特性, 

地域社会や保護者の願いなどを踏まえ,心豊かでたくましい児童の育成を目指し,知・徳・体の調和の取れ 

た生きる力を育む教育課程を編成する。 

(３) 生きる力の基礎となる資質・能力を育成し，自ら学び，自ら考える力の育成と基礎的・基本的な学力の

確実な定着と向上が図れるよう，各教科・特別の教科道徳・特別活動及び総合的な学習の時間・宇都宮学・

プログラミング的思考力を育成する学習・外国語活動及び外国語科の特性を生かしながら，本校ならでは

の「学び続ける力」を核とした教科横断的な視点に立って教育課程を編成する。 

(４) 小中一貫教育の趣旨を踏まえた各教科等の「育てたい力」を教育課程に反映させ，義務教育９年間を通

した学力保障につなげることができるようにする。 
 
 
 
 

別紙２ 

[一条地域学校園教育ビジョン] 

基本をしっかり身に付け，地域に生きる子供を育む一条地域学校園 
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５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
（１）学校運営  

・全教職員による目的の共有化と学校経営参画意識の醸成 

〇校務・事務の適正化と勤務時間を意識した働き方改革の推進 

（２）学習指導  

・よりよく生きるために学び続ける児童の育成 

〇主体的・対話的で深い学びを通して「学びの実感」をつくる 

（３）児童生徒指導 

〇ほめて育て，認め合う指導の徹底とお互いを尊重し合える人間関係の確立 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

〇自ら体力を伸ばす態度や自己の健康管理能力の育成を図る指導 
 
６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は，

学習課題を解決するために，

友達と話し合ったり，必要な

情報を集めたりしながら，じ

っくり考え，進んで学習に取

り組んでいる。」 

⇒児童の肯定的回答 

90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

90%以上 

①児童一人一人が主体的に授業に参

加し,自分の考えをもって学習が進め

られるように授業の展開を工夫する。 

 

②児童が互いの意見を交流させるこ

とができる場の設定を意図的に設定

する。 

 

③「学習の約束」の指導を徹底するこ

とで,聞き方や話し方の基本を身に付

けさせる。 

 

④児童一人一人が「学び続ける力」を

身に付けられるようカリキュラム・マ

ネジメントに努め各種計画に反映さ

せていく。 

 

⑤振り返り活動「今日の学び」を授業

の終末時に行うことで学びの意識

付けができるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 
すべての対象において,肯定回答は指標

を達成している。 

 
【次年度の方針】 

具体的な取組は基本的にできているの

でその中の重点的な項目を選び次年度

の方針とする。 

 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,誰

に対しても,思いやりの心を

もって優しく接している。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

⇒地域住民の肯定的回答 

  90%以上 

①学校生活全般にわたり,他者に対し

て優しく接する行動や思いやりのあ

る行動が見られる児童を賞賛すると

ともに,すべての教育活動の場で支

援・指導する。 

 

②道徳教育の充実を図る。 

 

③主に学級活動や朝や帰りの会にお

いて，学級での認め励まし合う活動を

通して思いやりの心を育む。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 

すべての対象において,肯定回答は指標

を達成している。教職員においては

100％である。 

【次年度の方針】 

引き続き，道徳授業の充実を図り，学校

生活全般にわたり，思いやりの心を育て

ていく。 
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Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は, 

目標に向かってあきらめず 

に,粘り強く取り組んでい 

る。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

⇒保護者の肯定的回答 

  90%以上 

①児童一人一人の目標と目指す子ど

も像を関連付けることで「元気・がん

ばり・思いやり」を明確にして取り組

んでいけるよう支援する。 

 

②校長表彰や各種表彰の機会を生か

し,児童一人一人のよさを認めること

で,活動意欲を喚起する。 

 

③児童発案による夢プロジェクトを

充実させることで，目標に向かって学

校生活が送れるようにする。 

 

④夏休み前に記入する自己評価シー

トやキャリアパスポートなどを活用

して，児童が頑張っている様子や努力

の成果が保護者に伝わるようにして

いく。 

 

Ａ 

【達成状況】 

 

保護者においては，指標を 4.9 ポイント

児童においては，2ポイント下回ってい

る。 

【次年度の方針】 

学校行事などを通して，粘り強く目標に

向かって努力できるように，児童一人一

人の目標に「元気・がんばり・思いやり」

を位置づけて書くように支援する。 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,健 

康や安全に気を付けて生活し 

ている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①児童一人一人の安全に対する意識

が高められるよう,具体的な場面での

安全指導を充実させる。 

 

②定期健康診断の結果を活用し,自分

の体や健康に関心をもたせる。 

 

③掲示物「コロナウイルスをやっつけ

ろ」や健康委員会呼びかけ，換気チェ

ック等，本校ならではの新型コロナウ

イルス感染症対策を周知徹底し，家庭

とも連携して感染防止に努める。 

 

④児童の好き嫌いを減らしたり，健康

的な食習慣を身に付けたりできる

ように，食育指導の充実を図る。 

Ａ 

【達成状況】 

 

児童・保護者においては，指標をわずか

に下回っているが，地域住民・教職員に

おいては 100％である。 

【次年度の方針】 

児童に提示する生活目標に健康や安全

に関する項目を必ず入れるようにする。 

 

１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は，

自分の良さや考えを生かした

り，周りと協力し合ったりし

て，進んで生活をよりよくし

ようとしている。 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①学級活動を計画的に実施すること

で，楽しく豊かな学校生活を築くため

の基礎となる学級内の好ましい人間

関係を育て，集団のなかで自己を生か

すことができるようにする。 

 

②係活動は，児童が創意工夫できる

内容とし，定期的に見直し改善を図

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

児童・教職員ともに指標を達成してる。 

【次年度の方針】 

集団の中で自己を生かすことが出来る

よう指導していく。 

 



- 4 - 
 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,外

国語活動（英語）の授業やＡ

ＬＴとの交流の際に,英語を

使ってコミュニケーションし

ている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①中学校からの高学年への英語乗り

入れ授業を月１回実施することで，児

童の英語を使ったコミュニケーショ

ン力の向上を図る。 

 

②業間や昼休みに，児童とＡＬＴが 

一緒に過ごす時間を確保する。内容 

は，外遊びや読み聞かせ，クイズ大会 

などを行い，ＡＬＴとの関わりが増え 

るようにする。 Ａ 

【達成状況】 

 

児童においては，指標を 4ポイント下回

っているが，教職員においては，6ポイ

ント上回っている。 

児童が英語を使ったコミュニケーショ

ンを難しいと捉えている可能性がある。 

【次年度の方針】 

授業に限らず様々な場面で ALT とコミ

ュニケーションを取り，コミュニケーシ

ョンが取れて嬉しいという実感を味わ

えるようにする。 

 

 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,宇 

都宮の良さを知っている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  85%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  85%以上 

①「ふるさとウォークラリー」等を通

して歴史的な文化財や史跡が点在す

る自分の学区に興味をもたせ,宇都宮

のよさに気付かせる。 

 

②宇都宮のよさについて学ぶ児童の

姿を学校ホームページで保護者への

周知を図る。 

 
Ａ 

【達成状況】 

 

児童においては，指標をわずかに下回っ

ているが，教職員においては，指標を達

成している。 

 

宇都宮の身近なよさに気付いていない

児童が多いことが考えられる。 

 

【次年度の方針】 

ふるさとウォークラリー」等を通して歴

史的な文化財や史跡が点在する自分の

学区に興味をもたせ,宇都宮のよさに気

付かせる。 

 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,パ

ソコンや図書等を学習に活用

している。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①学習場面に合わせてパソコンやタ

ブレット等のＩＣＴ機器や図書等を

学習に効果的に活用する。 

 

②学校図書館司書業務嘱託員と連携

し,学習に関連する図書の紹介と図書

館の利用喚起を図る。 

 

③情報教育主任による校内への情報

発信や ICT 支援員との研修において

教職員のタブレット活用の教育実践

力の向上を図り，児童が「日常の文具」

としてタブレットを活用できるよう

にする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 

すべての対象において,肯定回答は指標

を達成している。教職員においては

100％である。 

①②においては充分に活用し、行うこと

ができた。 

 

【次年度の方針】 

継続して，取り組んでいく。 

 

93.4
97.4
100

0 20 40 60 80 100

児童
保護者
教職員
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２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,環

境問題や防災等の『持続可能

な社会』について関心をもっ

ている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  85%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  85%以上 

①環境問題を教科横断的に捉え,日常

生活と深く結びついていることに気

付かせるとともに,日常の具体的な行

動に結び付けられるよう,働きかけ

る。 

 

②児童が持続可能な社会について自

ら意識して取り組むことができるよ

うな活動内容を工夫する。 

 

③係活動や委員会活動で，掲示物や配

付物等にＳＤＧｓのアイコンを入れ

ることで，児童の関心を高める。 

 

Ａ 

【達成状況】 

 
児童においては，指標を 3.4 ポイント上

回っているが，教職員は，5ポイント下

回っている。 

【次年度の方針】 

学校生活における諸活動で SDGｓと関

連付けることで持続可能な社会を意識

させていく。 

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

・全体アンケート「教職員は, 

特別な支援を必要とする児童 

の実態に応じて,適切な支援 

をしている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①児童の実態を的確に捉え,全教職員

が共通理解を図る場を適宜設定する。 

 

②短期的な目標,中期的な目標の共有

を図るとともに,保護者,ＳＣ,関係機

関と連携しながら,一貫性のある支援

ができるよう,工夫する。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 

指標を 6ポイント上回り達成している。 

【次年度の方針】 

共通理解を図る場を適宜設定すること

で,全校体制で支援が出来るようにして

いく。 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

・全体アンケート「先生方は, 

いじめが許されないことを熱 

心に指導してくれている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「学校は,い

じめ対策に熱心に取り組んで

いる。」 

⇒保護者の肯定的回答 

  90%以上 

①「西原小学校いじめ防止基本方針」

について共通理解を図り,教職員は児

童理解を深め,信頼関係の構築に努め

る。 

 

②「いじめゼロ強化月間」を設定し,児

童会を中心とした児童主体の取組を

行うとともに,授業や生活のあらゆる

場面をとらえていじめを許さない態

度や実践力を育て,活動の様子を保護

者に積極的に伝えていく。 

 

③児童や保護者からの相談に誠意を

もって対応するとともに,指導の記録

を残す。 

 

④学年の発達の段階や状況に応じた，

「さん」付けの呼び方により，いじ

めを生まない風土づくりに努める。 

Ａ 

【達成状況】 

 

指標対象である保護者においてわずか

に下回っている。 

【次年度の方針】 

教育相談などで児童理解を深め，いじめ

の早期発見，早期対応に努める。また，

いじめゼロ標語の紹介やいじめゼロ集

会の様子をホームページで地域や家庭

に伝えていく。 
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Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

・全体アンケート「先生方は,

一人一人を大切にし,児童が

ともに認め励まし合うクラス

をつくってくれている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「教職員は,

一人一人の児童を大切にし,

児童がともに認め励まし合う

学級づくりを行っている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

⇒保護者の肯定的回答 

  90%以上 

①学校として組織的な不登校対応に

ついて共通理解を図るとともに,児童

の実態や家庭環境等を十分把握した

上で,個に応じた支援や指導を行う。 

 

②児童一人一人が「居がい」を感じる

学級づくりを基本としながら,さま

ざまな活動の中で,成就感や満足感

を味わうことができるような学級

経営を推進する。 Ｂ 

【達成状況】 

 

全ての対象において，指標を達成してい

る。教職員おいては 100％である。 

【次年度の方針】 

自己肯定感や自己有用感を味わえる学

級経営を推進する。また，ケース会議を

適切に開き組織的に支援を行っていく。 

 

 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

・全体アンケート「先生は，

困ったときに相談に乗ってく

れたり，問題を解決しようと

したりして，児童が楽しく学

校生活を送れるようにしてい

る。」 

⇒児童の肯定的回答 

90％以上 

・全体アンケート「教職員は，

児童の悩みに寄り添い，相談

に乗ったり，問題の解決に努

めたりして，児童が明るくい

きいきと学校生活を送れるよ

うにしている。」 

⇒保護者の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「学校行事

等において，様々な立場の児

童が，互いを尊重し協力し合

って活動を行っている。」 

⇒地域住民の肯定的回答 

90％以上 

①校長表彰の機会を活用するなど,児

童一人一人の頑張りやよさを認めた

り,善行を奨励したりする場を設定

し,認め励ます教育を推進する。 

 

②多くの児童が認められ活躍できる

機会を増やし,特別活動を中心に児童

が生き生きと主体的に活動し,楽しく

学べるようにする。 

 

③本校ならではの取組や活動の様子

を反映させた作品等の掲示を工夫す

ることにより，学校全体に楽しい雰囲

気を醸成する。 

 

④ペア学習やグループ学習など活動

形態を適宜工夫し，主体的に活動す

る場面を多く設定することで，満足

感が味わえるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

全ての対象において，指標を達成してい

る。地域住民においては，100％である。 

【次年度の方針】 

学級活動や児童会活動において，児童が

企画した活動を行うことで，主体的に活

動することができるようにする。 

 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 
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４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「先生方の

授業は,分かりやすく,一人一

人に丁寧に教えてくれる。」 

⇒児童の肯定的回答 

90％以上 

・全体アンケート「教職員は,

分かりやすい授業や一人一人

へのきめ細かな指導をしてい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①学力調査に基づいた基礎基本の確

実な定着を図るとともに,主体的・対

話的な学習の展開と発問の工夫及び

振り返り活動の充実に努める。 

 

②発達の段階や個性に応じた学習支

援を大切にし,家庭との連携を図り,

家庭学習の習慣化を目指す。 

 

③教職員が連携し,学年間で定期的に

教科指導の在り方や教材研究につい

て話し合う機会を設け,よりきめ細や

かな指導を目指す。 

 

④教科担任制の導入により，それぞれ

の専門性を生かして質の高い授業

を展開することによって，児童の学

力向上を目指す。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

全ての対象において指標を達成してい

る。 

 

【次年度の方針】 

家庭と連携を図り児童を伸ばしていけ

るよう，次年度の方針を２つに絞る。 

 
 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

・全体アンケート「学校に関

わる職員全員がチームとな

り,協力して業務に取り組ん

でいる。」 

⇒教職員の肯定的回答 

90％以上 

 

①職員全員が,それぞれの立場で積極

的に児童と関わりながら,各自の専門

性を生かして職務を遂行する。 

 

②かがやきルーム指導員,学校図書館

司書,学校栄養士,学校業務員等,そ

れぞれの勤務形態の可能な範囲で,

児童会活動や職員研修等への参加

を呼びかけ,「チーム学校」を推進す

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

教職員の肯定回答が指標を上回って達

成している。 

【次年度の方針】 

コミュニケーションや情報交換を密に

しながらチームとして助け合っていく。 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

・全体アンケート「学校は,教

職員の勤務時間を意識して,

業務の効率化に取り組んでい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①学校図書館司書,かがやきルーム指

導員,学校栄養士,ＡＬＴ等の専門性

を生かした校務の分担を工夫する。 

 

②勤務時間の自己管理を通して,勤務

時間を意識した働き方に努めるとと

もに,定時退勤や年休取得を進め,働

き方に対する意識の変革を図る。 

 

③趣旨や目的を踏まえながら業務内

容の縮減が可能な学校行事を見直し

たり，月に１回以上のリフレッシュデ

ーを各自設定し，実行したりする。 

 

④西原小のとびらや掲示板，HPの活用

により，可能な限り業務を縮減し，ペ

ーパーレス化を進める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 

教職員の肯定回答が指標を上回って達

成している。 

【次年度の方針】 

個人が自己管理や意識改革を進めると

ともに，業務の ICT 化を推進したり効率

化を常に意識した計画の立案，反省を行

っていったりしていく。 
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５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「学校は,小

学校と中学校が連携した「小

中一貫教育・地域学校園」の

取組を行っている。」 

⇒保護者の肯定的回答 

90％以上  

・全体アンケート「学校は，

小学生と中学生の交流の場を

つくったり，掲示物で互いの

学校の情報を伝え合ったりす

る「小中一貫教育・地域学校

園」の取組を行っている。」 

⇒地域住民の肯定的回答 

85％以上  

①地域学校園一体となったあいさつ

運動を展開する。 

 

②情報モラル教育に対して共通理解

のもと保護者への啓発を行う。 

 

③地域学校園お弁当の日の実施や投

げる力や走力アップへの取組,低視力

対策などを連携して行い,地域や保護

者にその情報を発信する。 

 

④各教科等における地域学校園「育て

たい力」を意識しながら，日々の学習

活動に取り組むとともに，各種データ

に基づく検証を行う。 

 

⑤各種便りや学校ＨＰで地域や保護

者への情報発信を継続することで，

「小中一貫教育・地域学校園」の取組

について，周知する。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 

対象である保護者・地域住民ともに指標

を達成している。地域住民においては

100％である。 

【次年度の方針】 

地域学校園の各校と意思統一を図りな

がら，「育てたい力」を意識して日々の

教育活動を進めていく。 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「学校は,家

庭・地域・企業等と連携・協

力して,教育活動や学校運営

の充実を図っている。」 

⇒保護者の肯定的回答 

90％以上 

⇒地域住民の肯定的回答 

90％以上 

①保護者やサポーター会議（魅力ある

学校づくり地域協議会）,地域団体等

に本校のグランドデザインを分かり

やすく示すことで,地域に開かれた学

校づくりに努める。 

 

②教職員が可能な限り地域の行事に

参加し,相互理解が深まるよう努め

る。 

 

③企業の協力を得た出前授業や地域

と連携した体験活動を教育活動に盛

り込んでいく。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

対象である保護者・地域住民ともに指標

を達成している。地域住民においては

100％である。 

 

【次年度の方針】 

家庭，地域と連携した教育活動を行った

り，日々の教育活動を家庭地域に開放す

る機会を増やしたりして「開かれた教育

課程」の実現に向けて取り組んでいく。 

 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 
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６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「学校は,利

用する人の安全に配慮した環

境づくりに努めている。」 

⇒保護者の肯定的回 

90％以上 

⇒地域住民の肯定的回 

90％以上 

①日常的に施設設備の安全に目を配

り,修繕が必要な場合は迅速に対応す

る。 

 

②定期的に安全点検を実施するほか,

生活当番を中心として日常の校内巡

視を行い,安心して生活できる環境づ

くりに努める。 

 

③校内施設の担当者や使用者は，普段

から物品管理，整理整頓を行い，安

全で安心できる環境づくりに努め

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

対象である保護者・地域住民ともに指標

を達成している。地域住民においては

100％である。 

 

【次年度の方針】 

今後も危険箇所の早期発見に努め、修繕

を要する場合には、引き続き校内の修繕

担当者や市の関係部署に速やかな報告

を行う。 

 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「教職員は,

授業（授業準備も含む）や業

務の改善に，デジタルを積極

的に活用している。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①大型テレビやパソコン,タブレット

等の有効活用に努め,児童がＩＣＴ機

器に触れる機会を多く持てるように

したり,学習指導に役立てたりする。 

 

②計画的に図書・教材等選定委員会を

開き,分類ごとの過不足や利用状況等

をもとに,図書室の利便性を高める手

立てを検討する。 

 

③ＧＩＧＡスクール構想について保

護者への周知に努めたり，環境整備

や児童のスキル向上を目指したり

する。 

Ｂ 

【達成状況】 

 

教職員において，肯定回答は 100％で指

標を達成している。 

 

図書室の利便性については、新着本など

をクラスルームに上げて児童が自由に

見られるような工夫をしている。 

【次年度の方針】 

GIＧＡスクール構想について保護者へ

の周知に努めたり，環境整備や児童のス

キル向上を重点的に行う。 

 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,時

と場に応じたあいさつをして

いる。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒保護者の肯定的回答 

  90%以上 

⇒地域住民の肯定的回答 

  90%以上 

①児童会活動を中心とした「朝のあい

さつ運動」や「地域学校園あいさつ運

動」を実施する。 

 

②日常的に「こんにちは」「ありがとう

ございます」等の挨拶が自ら進んでで

きるよう,教職員から積極的に声かけ

を行う。 

 

③来校者や校外でも挨拶がしっかり

できるように,具体的に指導していく

とともに,機会を捉えて保護者や地域

にも協力を呼びかける。 

 

 

 

 

Ａ 

【達成状況】 

 

地域住民の肯定回答は 100％で指標を

達成している。児童においても指標を達

成いている。保護者においては，3.3 ポ

イント下回っている。 

【次年度の方針】 

児童会活動を中心とした「朝のあいさつ

運動」や「地域学校園あいさつ運動」を

きっかけに，学年にも割り当てること

で，あいさつ運動の日常化を図り，地域

でも挨拶を交わせるようにする。 



- 10 - 
 

Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活

をしている。 
【数値指標】 

・全体アンケート「児童は,き

まりやマナーを守って生活を

している。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「児童は，

登下校での交通ルールな

ど，きまりやマナーを守っ

て，生活している。 

⇒地域住民の肯定的回答 

  90%以上 

①「学習の約束」や｢西原小よい子の一

日｣，「西原小みんなのやくそくＧＧ

Ｏ」の指導徹底を図るとともに,児童

自身が自分の生活を振り返り,規範意

識を高める機会を定期的に設ける。 

 

②生活当番活動を通して,日常の生活

の様子を把握し,校内の巡視等を行う

とともに,実生活の場で直接指導す

る。 

 

③学校生活に関わるルールを整理し，

教職員も児童も分かりやすく示す

ことで，全教職員が共通理解のも

と，同一歩調で指導にあたる。 

 

 

Ｂ 

 

【達成状況】 

 

全ての対象において，指標を達成してい

る。地域住民においては 100％である。 

【次年度の方針】 

学校でのルールを明確化して全教職員

が共通理解のもと，同一歩調で指導にあ

たる。 

 

 

Ｂ３ 児童は,１時間の学習

を通して学びの実感が得

られるている。 

【数値目標】 

・全体アンケート「児童は, 

初めて知ったことや自分の考 

えで変わったことを分かりや 

すくまとめている。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「教職員は, 

児童が自分の考えをうまく表 

せるよう授業の展開や指導方 

法を工夫している。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

 

①思考の変容が見える板書を工夫し

たり,お互いの考えを交流させたりす

る活動などを取り入れながら考える

力を伸ばす。 

 

②思考を深めたり,学びを蓄積したり

するノートづくりへの支援に努め,児

童が自らの学びを実感できるような

振り返り活動を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

【達成状況】 

 

教職員においては指標を 6 ポイント上

回っているが，児童は 4ポイント下回っ

ている。 

全体アンケートの内容が児童にとって

捉えにくい可能性も考えられる。したが

って，アンケート項目の内容をこのよう

に変えたい。 

【次年度の方針】 

児童がより深く学べるよう，思考の手助

けになるような板書を工夫したり,お互

いの考えを交流させたりする活動など

を取り入れながら考える力を伸ばす。 

 

Ｂ４児童自ら判断し,主体的

に取り組むことができる

活動の充実に努めてい

る。 

【数値目標】 

・全体アンケート「児童は, 

自分で判断し工夫して学校行 

事や係活動などに取り組んで 

いる。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「教職員は, 

児童自ら判断し活動できるよ 

うな場の設定や支援を行って 

いる。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①活動の目的をきちんと捉えさせ,自

分の活動をイメージさせた上で,より

具体的に自分のめあてをもたせる。 

 

②児童が自ら計画・実践できる機会を

増やし,より主体的に活動できるよう

に支援する。 

 

③学校行事や係活動の目的と目指す

子ども像を関連付けることで，児童が

目的を意識した取組が図れるように

支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

【達成状況】 

 

教職員においては，指標を 6ポイント上

回り達成しているが，児童においてはわ

ずかに指標を下回った。 

【次年度の方針】 

「夢プロジェクト」を児童会に位置づ

け，児童から出てきた発案をもとに計

画・立案・運営を行うことで，児童が主

体的に取り組めるような場の設定や支

援を行う。 
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Ｂ５児童は目標をもって自分

の健康や体力の向上に進ん

で取り組んでいる。 

【数値目標】 

・全体アンケート「私（児童）

は,めあてをもって自分の健

康や体力の向上に進んで取り

組んでいる。」 

⇒児童の肯定的回答 

  90%以上 

・全体アンケート「教職員は,

児童の健康や体力の向上のた

めの活動を工夫して行ってい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①児童一人一人の状況を把握した上

で,保健指導や体育の授業の充実を図

り,自分の健康や体力に関心をもたせ

る。 

 

②委員会が主催する体育的イベント

への積極的参加を促し,運動の日常化

を図る。 

 

③教科体育の充実を図り，そこで得た

学びを学校生活や家庭の時間に広げ

るために，児童会や家庭と連携しなが

ら活動を進める。 

 

④学年だよりや体育の宿題を通して，

健康や体力向上の取組を家庭へ広げ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

【達成状況】 

 

指標対象である児童においては，1.2 ポ

イント下回っている。教職員において

は，6ポイント上回り達成している。 

【次年度の方針】 

全校体制で、週末に体育の宿題を出す。

目標をもって取り組めるように、季節ご

とに取り組む内容を統一する。（走る・

踊る・壁倒立・縄跳びなど） 

Ｂ６教職員は自らの資質向上

を目指して，研修を深めて

いる。 

【数値目標】 

・全体アンケート「教職員は， 

資質向上のための取組を積極 

的に行っている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

  90%以上 

①自ら立案した研修計画を基に各種

研修等に積極的に参加しいる。 

 

②一人一授業等の取組を通して授業

改善に努めている。 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 

教職員において，指標を 6ポイント上回

り達成している。 

【次年度の方針】 

研修に積極的に参加したり，授業改善を

進めたりして，研究と修養を深めてい

く。 

 
 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
１ 今年度は，市共通の評価項目の見直しが図られた。そのため，昨年度との比較ができない項目もあるが，肯定回答率

が複数の回答者において指標を上回り良好と考えられる項目が 21 項目であった。そのことから，計画に基づく教育活動の

展開が概ね適切に行われたと考えることができる。 
２ 児童の評価項目が市の指標を下回り課題と考えられる№７については，教科指導及び地域行事を通して，地域に慣れ

親しむとともに，地域も宇都宮市であることを認識出来るよう，継続して指導していく必要がある。 
３〇№17「小中一貫教育・地域学校園」の取組については，全ての回答者で市の平均を上回り，指標を達成している。小

中合同あいさつ運動や運動会の中学生ボラティア，PTA 文化祭，宮チャレなど，中学生と直接触れ合える場面が増えたこ

とで，活動が可視化し評価につながったと考えられる。 
４ №3 は，児童・保護者の肯定回答率が本校の指標を下回っているが，市と比べると児童は同程度，保護者は上回ってい

る。引き続き，めあてをもって学校行事や学習に取り組むことで，達成感を味わわせていく必要がある。 
５ №６の児童の肯定回答率は，昨年度よりわずかに上がり市を上回っていることから，本校の取組を継続していくこと

で，指標の 90％を達成できるものと考えることができる。 
６〇重点目標である№21 の挨拶については，児童・教職員・地域において指標を達成している。地域においては，100％
であった。しかし，保護者の指標が下回っていることから，家庭での協力を呼び掛けていく必要がある。 
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７ 学校関係者評価 
１ クラス全体のまとまりがあり，ボランティア全員楽しく参加することができた。 
２ 全学年の先生方の授業を行っている話し方，子ども達との接し方が分かりやすい伝え方や質問方法で好感がもてた。 
３ 英語の中学校からの乗り入れ授業以外にも学年ごとに難しくなっていく教科に教科担任制を取り入れていくことを検

討してほしい。 
４ ミシンの授業は，地域ボランティア以外にもＰＴＡの見守りやＹＣＣのサポートを検討するといいと思う。 
５ 雨の日に校庭を通るのは避けてほしい。（３の門） 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
１ 地域住民による評価が，A２の 96.9％を除いて 100％であったことから，本年度の学校経営おいて，好評価をしていた

だいた。引き続き，学校・家庭・地域との連携を基盤とした開かれた学校づくりの推進をしていく。 
２ サポーター会議コーディネーターと学校が連携をしながら，引き続き，学習ボランティアの協力依頼や募集を検討し

メンバーの充実を図っていく。 
３〇中学校からの乗り入れ授業においては，来年度の教員配置人数に左右されるため，新年度，中学校に依頼し検討して

いくことが必要である。 
４ 雨の日の３の門については，台風や暴風雨で校庭の状態が悪いときなどは，校庭を通らない通路を検討していく必要

がある。 
５〇重点項目である挨拶については，さらに学校内に留まることなく，地域でも挨拶ができるように意識付けしていく。

また，家庭内でも自然に挨拶がかわせるよう協力を依頼していく。 
 


